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ノート

多自然型河川作りに関する研究

第３報 鹿沼土を用いた同時脱リン・脱窒法

加藤進，国分秀樹 岩崎誠二，高橋正昭,

Fundamental studies on Nature Oriented River Work
Simultaneous Removal of Phosphate and Nitrate byKanumatuchi(II)

Susumu KATO, Hideki KOKUBU, Seiji IWASAKI and Masaaki TAKAHASHI

環境に優しい吸着担体として鹿沼土を利用し，河川水からの同時脱ﾘﾝ・脱窒法を開発した．今回は，

実用化を念頭に置いて，吸着材の製造速度のスピードアップ，形状，製法および固／液比と脱リン率の

関係を連続および回分法（ 時間）で実施した．その結果，方形担体を採用すると，製造速度が３倍24
となり，おおむね満足すべき脱リン率が得られた．連続式( )の脱リン率は であり，回分SV=0.48h 30%-1

式では 近い脱リン率が得られた．また，脱窒の初期濃度依存性は， 程度の が排水に含100% 50mg/L NO3
-

まれる程度ならば，ほぼ の脱窒率が得られた．100%

キーワード：鹿沼土，脱リン，脱窒，微生物分解，固／液比

はじめに

筆者らは，すでに鹿沼土を利用したリンの吸着除去法

について前報 で明らかにした．生活排水を含む中
１ ， ２ ）

小河川水には，リンはもとより高濃度の窒素も含まれて

いる．従って，富栄養化防止対策上これらの栄養塩類の

除去は，きわめて重要である．これまでに，脱リンおよ

び脱窒の基礎的な条件について検討したので，本報では，

実用化を念頭に置いて，スケールアップに伴う問題点

１）担体の形状

２）回分処理における脱リンに及ぼす固／液比

３）脱窒の初濃度依存性

等について検討した結果について述べる．

実験方法

１．担体の製造

従来からの円柱形の担体にかわって，図１に示す立方

体のプレス形状とすることにした．また，表面積を増加

させるために，階段状の担体も作成した．プレスには東

邦プレス製作所（ )を利用した．さらに，大幅な担体T-1
製造時間の短縮を可能とするため，ミルで微粉末とした

鹿沼土に ％の水を含水させて十分に練り上げ，射出50
成型した．

２．分析方法

処理前後の溶液中のリン濃度はモリブテンブルー法で

分析した．また，溶液中の 濃度はイオンクロマトグNO3
-

ラフ( )で定法により分析した．IC-7000P

３．脱窒菌の培養方法

前報 にも示したように，表１に示した基本培地３ ， ４ ）

を用いた．

表 脱窒菌用基本培地組成1.
成分 濃度

ポリペプトン ｇ5 /L
酵母エキス ｇ2 /L

KNO3 1 /Lｇ

ｐ H 7.0

４．リン・脱窒実験法

連続方法では，前法 と同様の装置（ φ× ｃ１ ） 15cm 50

ｍ）に成形した鹿沼土担体を充填した．試料溶液の供給

速度は であり，空間速度（ ）は ，実100mL/H SV 0.48h
-1

験温度は室温である．また，回分試験においては，

500mL 24のビーカーで実施した（反応時間は 時間）．

また，脱窒菌は表１の培地で培養したものを用いた．

実験結果及び考察

１．担体の形状

担体の製造速度を上げるために形状をより簡単な形に

変更した．その結果，図１と表２に示すように，製造に





図 3 連 続 式 に よ る 除 去 率 （ ％ ）
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図 ４ 残 存 リ ン 濃 度 と 吸 着 時 間 （ 押 出 成 形 ）

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0 5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0

吸 着 時 間 （Ｈ）

残
存

リ
ン

濃
度

(m
g/

L
)

固 液 比 ：0.27
固 液 比 : 0 . 5 4

ま と め

鹿沼土を原料とした担体によって，排水中に含まれ

るリンおよび窒素の除去法を検討した．本報では，吸着

材の製造速度，吸着材の形状と脱リン率および脱窒に及

ぼす 初期濃度依存性について検討した．その結果，NO3-
１）吸着材の形状や製造方法を変えることによってより

短時間で吸着材が製造可能となった．

２）方形の担体の脱リン率は回分操作で （固／液比96%
=1 30% SV=0.48)，連続操作で ( )であった．

３）初期濃度が 以内ならば，脱窒率はほぼ50mg/L 100%
であった．
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図 ５ 脱窒菌の脱窒の初濃度依存性（容積３００ｍｌ）
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